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本節では、今回の調査で実施した「読解力」測定問題と、後章で「読解力」とのクロス分析の対象となる教

科学力の測定問題の出題内容ならびに実施結果の概要を報告する。

「読解力」の問題作成にあたっては、PISAで行わ
れた「情報の取り出し」「解釈」「熟考・評価」の3観
点を設定して、それぞれの観点に応じた問題構成
を行っている。
「情報の取り出し」では、テキスト（ここでは文
章のみならず図表やグラフなど、さまざまな素材
を意味する）から内容を正確に読み取ることがで
きるか、「解釈」ではテキストの内容をもとに推論
しながら内容を理解することができるか、「熟考・
評価」ではテキストの目的を考えながら、自分の
考えをテキストの内容を根拠に説明することがで
きるか、といった視点で出題している。単に自分
の意見を述べるだけではなく、必ずそのように考

える「理由」を述べさせ、根拠を持った論理的思考
ができるかを測ることを目的としている。
素材選定にあたっては、文章（連続テキスト）だ
けに限らず、図表やグラフなどさまざまな素材
（非連続テキスト）を選んでいる。また、今回は教
科の調査とは別の枠組で調査問題を構成したため、
知識によって結果に差が出ることを避け、できる
だけ教科の学習内容に直接的に関係のない初見の
素材となるよう工夫している。
なお、今回の調査では、学年による解答傾向の

違いを測定するために、小5、中2を対象に、両学
年とも全く同じ問題で実施した。

以下に、実施結果を示す。次ページに、まず、
今回の問題の通過率の度数分布のグラフと平均到
達度を一覧にしている。これに続いて、次のペー
ジから各問題別に、問題そのものの紹介と合わせ
て、実施結果の詳細を示している。なお、「平均到
達度」と「通過率」の用語の意味については、次の
〈説明〉で確認していただきたい。

＜用語の説明＞

※平均到達度…その集団における児童生徒の到達度（＝その

児童生徒が通過した問題数の割合をパーセ

ントで示したもの）を平均した数値のこと

である（100点満点として考えた時の「平均

点」と同じ意味を持つ）。

※通過率………その問題の評価の観点から見て「満足でき

る」解答であった場合を「正答」とし、「おお

むね満足」できる解答であった場合を「準

正答」とする。その児童生徒の解答が正答

または準正答である場合、その児童生徒は

その問題を通過したとする。その集団にお

いて、その設問を通過した児童生徒の割合

をパーセントで示したもの。
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①　全体概要
■度数分布

■平均到達度

■分析

「読解力」全体は小5が71.0％、中2が79.9％で、中2が8.9ポイント上回っている。
観点別に見ると、どの観点も中2が上回っている。「情報の取り出し」は中2が12.3ポイントと大きく上回
っている。「解釈」「熟考・評価」は中2が5～7ポイント上回っているものの、小5でも平均到達度は70％を
上回っており、学年間の平均到達度の差はそれほど大きくない。
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②　設問別分析

■出題意図

文章と表から内容を正確に読み取り、新聞記事という目的にあったタイトルや表の活用方法を文章中の
内容を根拠に考えることができるかを見る問題である。

■設問別解答状況

■分析

表から値上がり率と価格を読み取る問題（小問1）では、小5よりも中2が8.5ポイント上回っている。表
から最も値上がり率の高い野菜を読み取るという単純な表の読み取りであるが、小5では約3割、中2でも
約2割の生徒が不正解となっている。
小5、中2ともに表の工夫を考える問題（小問4）の通過率が大問1の中で最も低く、小5が65.2％、中2が
74.5％となっている。学年間の差も9.3ポイントと最も大きい。しかし、表の工夫の「理由」を答える問題
（小問4）では、学年間の差は4.9ポイントで、「工夫」を答える問題よりも差が小さい。「タイトル」を付け、
その「理由」を答える問題（小問3）では小5、中2ともに通過率が約90％と高い結果となっており、学年間の
差もない。
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■出題意図

レシピから必要となる材料や分量を正しく計算することや、料理の手順を正確に理解し、具体的な調理
場面を思い浮かべながら読み進めることで、順序立てて物事を考えることができるかどうかを見る問題で
ある。

■設問別解答状況

■分析

4つの大問のうち最も学年間の差が大きかった問題である。本問は料理をするという経験知が結果に影響
していることも少なからず考えられるが、問題文にあるレシピをていねいに読み進めれば解答可能な問題
となっている。
料理の手順を考えながら塩・こしょうを入れる順番を答える問題（小問2）は小5、中2ともに全設問中で
通過率が最も低く、小5は17.2％、中2は41.6％となっている。学年間の差も全設問中最も大きく、24.4ポ
イントとなっている。また、コロッケの具が最終的にフライパンか鍋のどちらにあるかを答える問題（小問
3）も通過率が小5は54.5％、中2は64.5％と他の問題と比較してやや低い。どちらの問題も「作り方」を正
確に読み取ると同時に作業をイメージする力を要する問題である。
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■出題意図

米の生産量と耕地面積の変化を表したグラフから事実を正確に読み取り、読み取った事実をその他の資
料とあわせて客観的に分析することができるかを見る問題である。

■設問別解答状況

■分析

グラフから耕地面積の変化について、具体的な数値を読み取って計算する問題（小問1）では、小5、中2
ともに通過率がやや低く、小5は31.8％、中2は54.5％となっている。また、学年間の差が大きく、小5よ
り中2が22.7ポイント上回っている。「耕地面積が何倍になったか」という算数的要素が含まれた問題であ
る。
一方、小問1と同様にグラフを活用する問題であっても、グラフが示す内容を大まかに捉える問題（小問
2）では小5、中2ともに通過率が約90％と高い。
米の生産量が増加した理由を書く記述問題（小問3）では、小5、中2ともに通過率は80％を上回っている
が、小5の無解答率は約1割となっている。
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今後「総合学力調査」においては、各教科の中で
文章や図表など多様な素材を使い、「情報の取り出
し」「解釈」「熟考・評価」といった視点を取り入れ
て読解力を測定する問題を出題していく予定であ
る。
「解釈」「熟考・評価」の問題では、主観的根拠で
はなくテキストの内容に基づいた客観的根拠によ
って論理的に述べることができるかどうかが重要
となる。その場合、ある程度まとまった文字数で
解答を求める問題が必要であると考える。また、

ペーパーテストにおける解答方法においては、児
童生徒にとって不慣れであると考えられるので、
当面は設問文の工夫により、論理的な記述ができ
るよう誘導する方法も考えられる。
採点基準の作成においても、児童生徒の論理的

思考の過程がより明確にわかるような基準設定が
課題である。そのような問題としていくことで、
論理的思考力や表現力の育成に貢献できればと考
えている。

３　「総合学力調査」における今後の「読解力」の出題方針�

■出題意図

地図を正確に読み取り、電話で道案内をすることを考えることで、「目的」と状況にあった「解決方法」を
考え、具体的に表現することができるかを見る問題である。

■設問別解答状況

■分析

小5は70％以上、中2は80％以上と高い通過率となっている。小5、中2ともに距離を地図から読み取る
問題（小問1）よりも正しい道順を答える問題（小問2）の方が通過率が低い。各問題ともに中2の方が10ポイ
ント近く上回っている。略地図から情報を読み取ることはできるが、それを正しく相手に説明する力が弱
いようである。
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2 学習到達度調査の問題作成と実施結果

今回の学習到達度調査は、各教科ごとに、基礎
的な学力の定着状況と、応用する力や発展する力
の状況を見ることができるよう設計している。各
設問には、どの観点（評価の4観点である「関心・
意欲・態度」「思考・判断」「技能・表現」「知識・理
解」のうち「関心・意欲・態度」を除く3観点）の到

達度を測る設問なのか、どの学習内容（領域）ごと
の到達度を測る設問なのかを設定し、多面的に到
達度を測ることができるよう設計している。（なお、
今回の問題は本報告書の発刊後も実施する問題が
含まれているため、出題内容については項目だけ
の紹介に止めていることをお断りしておく。）

１　各教科問題の作成方針�

前述の「読解力」の測定をした同母体で国語、算数／数学について実施した。
※用語の説明については、「1．2 実施結果」を参照

①　全体概要
■平均到達度

■度数分布
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②　学年別分析
【小５】国語

■平均到達度

■分析
教科全体の平均到達度は80.1％と高い結果とな

っている。
第1問（3）：話し手の意図を聞き取る問題では、通

過率は48.7％で、他の設問と比較して
低い。

第3問（5）：文学的文章を読んで、登場人物への呼
びかけを書く問題では、通過率は
86.2％と高く、無解答率は6.2％とな
っている。

第 10  問：慣用句を用いて短文を書く問題では、通
過率が36.7％と全設問中最も低い。無解
答率も22.0％と全設問中最も多い。

文章を読み解く力の基礎として、言語事項の確
実な定着が鍵となる。
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78.3�

62.4�

90.6�

48.7�

92.8�

81.5�

86.9�

77.6�

80.6�

88.5�

90.5�

86.1�

87.8�

86.2�

97.8�

95.8�

94.6�

82.6�

64.4�

66.0�

76.9�

76.0�

83.0�

90.4�

36.7

2.9�

1.5�

1.1�

1.0�

2.9�

5.4�

3.5�

1.7�

5.8�

4.4�

1.6�

1.7�

1.9�

6.2�

1.4�

1.4�

3.4�

5.8�

4.9�

10.4�

3.1�

2.0�

2.3�

3.4�

22.0

応用�

応用�

基礎�

応用�

基礎�

基礎�

基礎�

応用�

応用�

基礎�

基礎�

基礎�

応用�

応用�

基礎�

基礎�

基礎�

基礎�

基礎�

基礎�

基礎�

基礎�

基礎�

基礎�

応用�

●�

●�

●�

●�

�

�

�

�

�

●�

�

�

●�

●�

�

�

�

●�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

●�

�

�

�

�

●�

●�

●�

●�

●�

●�

●�

●�

●�

●�

�

�

�

�

�

�

●�

�

�

�

�

�

�

�

●�

●�

●�

●�

●�

●�

●�

●�

●�

●�

●�

■�

■�

■�

■�

�

�

�

�

■�

■�

■�

■�

■�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

■�

■�

■�

■�

■�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

■�

■�

■�

■�

■�

■�

■�

■�

■�

■�

■�

話の主題の聞き取り�

話の中での具体例の役割�

話の内容の聞き取り�

話し手の意図の聞き取り�

指示された内容の抜き出し�

理由の記述�

適切な接続詞の選択�

文脈に即した内容の理解�

文章を踏まえた短作文�

文脈に即した内容の理解と記述�

人物の心情の理解�

人物の心情の理解�

人物の心情の変化の理解�

文章を踏まえた人物への呼びかけ�

漢字の読み�

漢字の読み�

漢字の読み�

漢字の書き�

漢字の書き�

漢字の書き�

同音異字同訓異字�

漢字の成り立ち�

仮名遣い�

丁寧語�

慣用句を用いた短作文�
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【小５】算数

■平均到達度

■分析

教科全体の平均到達度は69.2％となっている。
第2問（2）：割る数によって、割られる数と商の大

小関係がどのようになるか答える問題
では、通過率は29.7％と全設問中で最
も低くなっている。

第5問（4）：複合図形の求積の問題では、通過率は
41.4％で、無解答率も13.7％と高い。

第5問（6）2：ともなって変わる2つの数の関係を答
える問題では、通過率は38.2％で、無
解答率は26.5％と最も高い。

具体的数値を一般化して考えたり、空間把握を
する問題の定着がやや低いようである。

69.2�

76.5�

50.5�

50.5�

68.5�

70.1�

72.5�

64.9�

75.3�

53.3

教科全体�

基礎�

応用�

数学的な考え方�

数量や図形についての表現・処理�

数量や図形についての知識・理解�

数と計算�

量と測定�

図形�

数量関係�

観
点�

領
域�

■設問別解答状況

問題番号� 出題内容�

通
過
率�

無
解
答
率�

基
礎
・
応
用�

数
学
的
な
考
え
方�

数
量
や
図
形
に
つ
い�

て
の
表
現
・
処
理�

数
量
や
図
形
に
つ
い�

て
の
知
識
・
理
解�

数
と
計
算�

量
と
測
定�

図
形�

数
量
関
係�

領域設定�観点設定�

1�

1�

1�

1�

1�

1�

2�

2�

2�

2�

2�

3�

3�

4�

4�

4�

4�

4�

5�

5�

5�

5�

5�

5�

5

1�

2�

3�

4�

5�

6�

1�

2�

3�

4�

5�

1�

2�

1�

2�

3�

4�

5�

1�

2�

3�

4�

5�

6�

6

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

1�

2

91.2�

83.3�

81.2�

70.8�

92.8�

80.9�

78.4�

29.7�

80.4�

68.8�

70.5�

80.7�

72.7�

90.6�

82.0�

80.0�

69.7�

72.5�

53.2�

69.9�

54.1�

41.4�

57.0�

40.0�

38.2

0.4�

0.5�

3.4�

4.7�

2.0�

1.9�

1.7�

6.6�

1.2�

5.4�

1.0�

2.1�

2.7�

1.3�

5.1�

4.6�

6.1�

4.3�

5.6�

4.5�

19.3�

13.7�

9.6�

5.2�

26.5

基礎�

基礎�

基礎�

基礎�

基礎�

基礎�

基礎�

基礎�

基礎�

基礎�

基礎�

基礎�

基礎�

基礎�

基礎�

基礎�

基礎�

基礎�

応用�

応用�

応用�

応用�

応用�

応用�

応用�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

●�

●�

●�

●�

●�

●�

●�

●�

●�

●�

●�

●�

●�

�

�

�

�

�

�

●�

�

�

�

●�

●�

�

●�

●�

●�

�

●�

●�

�

�

�

�

�

�

●�

●�

●�

●�

●�

●�

�

●�

●�

●�

�

�

●�

�

�

�

●�

■�

■�

■�

■�

■�

�

■�

■�

■�

■�

■�

�

�

�

�

�

�

�

■�

■�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

■�

■�

�

�

�

�

�

�

�

�

■�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

■�

■�

■�

■�

■�

�

�

�

�

■�

�

�

�

�

�

■�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

■�

�

�

■�

■�

小数×整数の計算�

小数×小数の計算�

小数÷小数の計算�

小数÷小数の計算（商は概数）�

同分母分数のひき算�

四則の混合した計算�

奇数と偶数の分類�

わられる数と商の大小関係�

小数を相対的にとらえる�

小数を100分の１にした大きさ�

分数の大小�

平行四辺形の高さ�

三角形の面積�

垂直の位置関係�

平行の位置関係�

三角形の内角の和�

四角形の内角�

平行四辺形の作図�

十進位取り記数法と小数の大小�

文章題：小数倍の計算�

文章題：四則の混合した計算と立式�

複合図形の面積�

ひし形の性質の理解�

文章題：ともなって変わる２つの数�

文章題：ともなって変わる２つの数�
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【中２】国語

■平均到達度

■分析

教科全体の平均到達度は72.1％となっている。
第4問（4）：説明的文章を読んで、内容をまとめる

問題では、通過率が他の設問と比較し
て低く、無解答率が10％程度あった。

第5問（3）：文学的文章を読んで、登場人物の心情
変化の理由を書く問題では、通過率は
58.9 ％となっている。無解答率が
12.5％であった。

中2では文章を読んで自分の考えを述べたり、
内容をまとめる長文記述問題の無解答率が10～
15％あり、小5と比較してやや多い。

72.1�

77.0�

61.7�

83.7�

63.8�

69.3�

71.1�

83.7�

59.8�

80.7�

71.8

教科全体�

基礎�

応用�

話す力・聞く力�

書く力�

読む力�

言語についての知識・理解・技能�

音声言語�

説明的文章�

文学的文章�

言語事項�

観
点�

領
域�

■設問別解答状況

問題番号� 出題内容�

通
過
率�

無
解
答
率�

基
礎
・
応
用�

話
す
力
・
聞
く
力�

書
く
力�

読
む
力�

言
語
に
つ
い
て
の�

知
識
・
理
解
・
技
能�

音
声
言
語�

説
明
的
文
章�

文
学
的
文
章�

言
語
事
項�

領域設定�観点設定�

1�

1�

1�

2�

2�

2�

2�

2�

2�

2�

2�

3�

3�

3�

3�

3�

3�

4�

4�

4�

4�

4�

4�

5�

5�

5�

5�

5

1�

2�

3�

1�

2�

3�

4�

5�

6�

7�

8�

1�

1�

2�

2�

3�

4�

1�

2�

3�

4�

4�

5�

1�

2�

3�

4�

5

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

1�

2�

1�

2

69.2�

93.5�

88.4�

82.6�

97.3�

96.3�

79.6�

59.1�

51.8�

53.1�

64.9�

76.1�

74.1�

59.4�

57.8�

75.0�

77.3�

61.3�

54.0�

89.9�

22.3�

65.0�

66.3�

82.0�

92.5�

58.9�

87.0�

83.0

0.5�

0.5�

0.6�

8.1�

1.0�

1.1�

2.2�

10.2�

8.2�

41.2�

14.9�

3.2�

3.2�

4.0�

3.9�

1.2�

5.2�

1.7�

11.3�

4.1�

11.9�

14.0�

2.3�

1.2�

1.2�

12.5�

1.6�

14.0

基礎�

基礎�

応用�

基礎�

基礎�

基礎�

基礎�

基礎�

基礎�

基礎�

基礎�

基礎�

基礎�

応用�

応用�

基礎�

基礎�

基礎�

応用�

基礎�

応用�

応用�

応用�

基礎�

基礎�

応用�

基礎�

応用�

●�

●�

●�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

●�

●�

●�

�

�

�

●�

�

●�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

●�

●�

●�

●�

●�

●�

●�

●�

●�

●�

●�

�

�

�

●�

●�

●�

●�

●�

●�

●�

●�

●�

●�

●�

●�

●�

●�

●�

■�

■�

■�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

■�

■�

■�

■�

■�

■�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

■�

■�

■�

■�

■�

�

�

�

■�

■�

■�

■�

■�

■�

■�

■�

■�

■�

■�

■�

■�

■�

話の主題の聞き取り�

スピーチの特徴の聞き取り�

共通する意見の聞き取り�

漢字の読み�

漢字の読み�

漢字の読み�

漢字の読み�

漢字の書き�

漢字の書き�

漢字の書き�

漢字の書き�

品詞名の判断�

品詞名の判断�

動詞の活用の種類の判断�

動詞の活用の種類の判断�

修飾する文節の判断�

述語の抜出し�

適切な接続詞の選択�

文脈に即した内容の理解�

理由の記述�

文脈に即した内容の理解と記述�

文脈に即した内容の理解と記述�

文脈に即した内容の理解�

文脈の様子を表す言葉の選択�

人物の心情の理解�

理由の記述�

人物の心情の理解�

人物に対する感想の記述�
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【中２】数学

■平均到達度

■分析

教科全体の平均到達度は60.3％となっている。
第6問（2）2：整数の論証の問題では、通過率が27.9

％となっている。無解答率は49.6％と
全設問中最も高く、約半数の生徒が何
も手をつけていない状況となってい
る。基本的な数学的な知識に加え，相
手を納得させる論理的な表現が求めら
れる。

第6問（4）：回転体（円柱）の表面積を求める問題
では、通過率が17.9％と全設問中最も
低くなっている。円柱やその展開図を
頭の中でイメージすることができたか
どうかが鍵となる。

60.3�

64.0�

45.5�

44.9�

57.1�

74.8�

60.5�

68.5�

48.1

教科全体�

基礎�

応用�

数学的な見方や考え方�

数学的な表現・処理�

数量、図形などについての知識・理解�

数と式�

図形�

数量関係�

観
点�

領
域�

■設問別解答状況

問題番号� 出題内容�

通
過
率�

無
解
答
率�

基
礎
・
応
用�

数
学
的
な
見
方
や�

考
え
方�

数
学
的
な
表
現
・
処
理�

数
量
、
図
形
な
ど
に�

つ
い
て
の
知
識
・
理
解�

数
と
式�

図
形�

数
量
関
係�

領域設定�観点設定�

1�

1�

2�

2�

2�

2�

2�

2�

2�

3�

3�

3�

4�

4�

4�

4�

4�

5�

5�

5�

5�

5�

6�

6�

6�

6�

6�

6�

6�

6

1�

2�

1�

2�

3�

4�

5�

6�

7�

1�

2�

3�

1�

2�

3�

4�

5�

1�

2�

3�

4�

5�

1�

1�

2�

2�

3�

3�

4�

5

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

1�

2�

1�

2�

1�

2

49.5�

76.1�

77.5�

68.2�

77.1�

68.4�

71.3�

67.8�

70.8�

80.1�

78.4�

71.9�

87.8�

80.7�

84.9�

35.2�

65.6�

72.2�

50.7�

35.0�

37.3�

43.3�

46.6�

37.3�

48.1�

27.9�

49.5�

48.5�

17.9�

82.4

4.4�

3.4�

3.1�

4.4�

6.3�

3.7�

10.5�

12.7�

10.1�

7.6�

3.8�

3.3�

2.2�

4.2�

2.7�

15.2�

20.3�

3.8�

20.3�

28.8�

27.7�

16.5�

27.0�

39.8�

26.3�

49.6�

28.0�

26.4�

24.8�

11.1

基礎�

基礎�

基礎�

基礎�

基礎�

基礎�

基礎�

基礎�

基礎�

基礎�

基礎�

基礎�

基礎�

基礎�

基礎�

基礎�

基礎�

基礎�

基礎�

基礎�

基礎�

基礎�

応用�

基礎�

基礎�

応用�

応用�

応用�

応用�

応用�
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多項式の次数�

連立方程式の解き方�

文字式の計算�

文字式の計算�

文字式の計算�

文字式の計算�

等式の変形�

連立方程式�

連立方程式�

多角形の外角の和�

三角形の合同条件�

垂直二等分線の作図方法�

三角形の内角と外角�

多角形の内角�

平行線の性質と角の大きさ�

正四角錐の体積�

三角形の合同の証明�

１次関数のグラフの傾きと切片�

変化の割合と１点を通る直線の式�

変化の割合と増加量�

１次関数と表�

変域を伴うグラフの作図�

具体的事象と連立方程式�

具体的事象と連立方程式�

整数の論証�

整数の論証�

グラフと連立方程式�

グラフと連立方程式�

回転体の表面積�

さいころの展開図の作図�
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